
 

□「個別の指導計画」を作成し、一人一人の発達に応じた目標設定と評価の工夫に努め、児童生徒の変容

を見取りながら改善を図ります。 

□社会的適応力を取得させる教育の具体化を図り、子どものニーズにできるだけ応えることのできる教

育課程の編成・実施・評価・改善に努めます。 

□自立活動の時間に、星の丘サポートチームの協力のもと、情緒の安定を図る活動やコミュニケーショ

ン能力の向上を図る取組を行います。また、問題解決のための学習を行います。 

□日常生活の指導、生活単元学習等、日常の様々な機会を通じて社会的適応力の育成を図ります。 

□総合的な学習の時間や生活単元学習において、小学校中学校の連続性をもたせます。学校だけではな

く、地域、近隣市町村などの学習材料や人材を活用し、豊かな体験を通して自尊感情をもたせ、振り返

る力を身に付けさせます。 

□キャリア教育の考え方を生かし、小学校段階から自己有用感を高める取組を行い、中学校では、進路に

ついて考えさせる機会を設け、生き方や入学試験についての関心を高め、自覚をもたせるように努め

ます。 

□星の丘フェスティバル・運動会は小中合同で行い、成就感を味わわせる取り組みをします。 

□道徳では、あらゆる機会を通して道徳的判断力の育成に努めます。 

□安全指導として、火災・地震災害・不審者の訓練を行います。 

□児童生徒会活動は、小学校と中学校が一緒に活動し、自分たちの生活がよりよくなる様に創意を 

 生かして活動します。 

□教職員が、一人一人の児童生徒について共通理解し、協働で指導にあたります。 

□学校評議員、施設関係者などの学校関係者評価や自己評価で学校評価を行い、改善を図ります。 

□進路について施設や進学先学校と連携しながら進めています。 

□転出先の学校との連携を深め、情報交換を密にします。 

 

教育目標          校訓 

夢を持ち続ける子の育成     やさしく 

自ら進んで学ぶ子の育成     ただしく 

最後までやりとげる子の育成   たくましく 

伊達市立星の丘小学校 

伊達市立星の丘中学校 

令和 5年度グランドデザイン 

特別支援教育 

伊達高等養護学校       

小中学校特別支援学級   

市特支コーディネーター 

関連機関 他 

交流教育 

伊達市内小中学校 

児童心理治療施設  バウムハウス 

□基本的な生活習慣の定着に関して連絡を取り合い、同じスタンスで取り組みます。            

□施設の朝の引継ぎに参加し、施設での生活の様子を聞きます。   

□社会事業への参加をお願いします。     

□担任と施設担当者との日常的な情報交流を大切にします。（面談の実施等） 

□学校からは、登校後の様子で気にかかることや行動などを記載して、送信します。            

□施設の事業に協力します。           

□行事等は、施設の職員に案内します。                              

□いつでも学校での子どもの様子を見に来ていただいています。 

 
ミネルバ病院 

荻野秀二院長 

 

■ケースカンファレンス 

児童生徒の対応の仕方等について把握、交流を

します。入所前や登校前、定期的なカンファレ

ンス等があります。 

■コーディネーターの活用 

BASE 連携協議会 

バウム、教育委員会、学校 

原籍校・転出先校転出・ 

転入時の様々な情報交換 

  

  

星の丘 

サポートチーム 

地域との連携 

自治会 

職場体験 

その他（湘南、   

ひまわりなど）

等） 

社会法人 タラプ 

教育と福祉、医療の連携で 

本校が育成する資質・能力 

一人ひとりの人間性を育成するコミュニケーションを通して学習の基盤となる資質・能力 

言語能力 

現代的な諸課題に対応して求められる資質・能力 健康・安全・食に関する能力 

 


